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1. 平成28年6月期第2四半期の業績（平成27年7月1日～平成27年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年6月期第2四半期 8,382 △26.8 239 △76.2 234 △78.3 114 △83.1
27年6月期第2四半期 11,452 △21.8 1,005 132.5 1,080 137.9 674 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年6月期第2四半期 15.92 15.87
27年6月期第2四半期 94.26 93.91

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年6月期第2四半期 22,644 14,742 64.9
27年6月期 21,777 14,970 68.5
（参考）自己資本 28年6月期第2四半期 14,691百万円 27年6月期 14,925百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年6月期 ― 0.00 ― 50.00 50.00
28年6月期 ― 0.00
28年6月期（予想） ― 50.00 50.00

3. 平成28年 6月期の業績予想（平成27年 7月 1日～平成28年 6月30日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,000 △25.8 1,129 △41.3 1,104 △44.9 636 △43.9 88.71



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年6月期2Q 7,265,212 株 27年6月期 7,265,212 株
② 期末自己株式数 28年6月期2Q 91,534 株 27年6月期 100,334 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年6月期2Q 7,265,212 株 27年6月期2Q 7,265,212 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく 
四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。  

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後の様々な要因によって予想値と異なる場 
合があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、米国経済の順調な回復とギリシャ債務問題が一段落した欧州

経済の緩やかな回復もあって、全体として緩やかな回復基調が続いたものの、中国経済の減速・株式市場の混乱

に端を発して、国内株式相場や為替相場が乱高下し、原油を中心に資源価格が大きく値下がりしたことに加え

て、欧州大手自動車メーカーの不正問題が発覚し、一部の貴金属価格が大きく値下がりしました。 

このような経済環境の中、各種電子部品や電子デバイス、半導体の需要は、スマートフォン関連は堅調だった

ものの、ＨＤ向けのルテニウムターゲットや、有機ＥＬ向け化合物などが顧客の生産調整の影響で受注が減少し

ました。また、貴金属価格の下落による販売価格の値下がりで、売上・利益両面で影響を受けたことに加え、第

１四半期会計期間にたな卸資産の評価減を実施し、製造原価に435百万円を計上いたしました。その結果、当第２

四半期累計期間において、売上高8,382百万円（前年同四半期比26.8％減）、売上総利益1,221百万円（前年同四

半期比38.6％減）、営業利益239百万円（前年同四半期比76.2％減）、経常利益234百万円（前年同四半期比

78.3％減）、四半期純利益114百万円（前年同四半期比83.1％減）となりました。なお、製造原価に計上した、た

な卸資産の評価減を実施する前の水準では、営業利益675百万円、経常利益670百万円となりました。 

 なお、セグメント別の業績は以下のとおりであります。 

 

①セグメント別の業績 

[電子] 

 スマートフォンなどのＳＡＷデバイス（必要な周波数信号を取り出すデバイス）に使用されるリチウムタンタ

レート単結晶育成装置向けのイリジウムルツボの受注は堅調に推移しましたが、ガラス溶解装置向け強化白金ル

ツボの受注が伸び悩み、貴金属価格の下落で販売単価も下落したことにより、売上高4,166百万円（前年同四半期

比30.7％減）、売上総利益827百万円（前年同四半期比36.8％減）となりました。 

[薄膜] 

 スマートフォンなどのタッチパネル配線向け銀合金ターゲットの受注が一段落したほか、ＨＤ向けルテニウム

ターゲットの受注が顧客の生産調整の影響で減少し、貴金属価格の下落で販売単価も下落しましたが、スマート

フォンなどのＢＡＷデバイス（高周波数信号を取り出すデバイス）向けのターゲット製品の受注が増加したこと

から、売上高2,309百万円（前年同四半期比17.9％減）、売上総利益418百万円（前年同四半期比5.2％増）となり

ました。 

[センサー] 

 半導体製造装置メーカーからの受注が安定したことに加え、海外半導体メーカーからの受注が好調に推移し、

売上高925百万円（前年同四半期比24.5％増）、売上総利益288百万円（前年同四半期比24.4％増）となりまし

た。 

[その他] 

 使用済み電極の回収精製や有機ＥＬ向け貴金属化合物の受注が伸び悩みましたが、触媒の製造受注や精製受注

があり、売上高981百万円（前年同四半期比47.8％減）、売上総利益122百万円（前年同四半期比16.6％増）とな

りました。 

 

②海外売上

 当第２四半期累計期間における輸出売上高は1,862百万円（総売上高に占める割合は22.2％）となりました。

 地域別にはアジア向け輸出売上高1,368百万円（海外売上高に占める割合は73.5％）、北米向け輸出売上高413百

万円（海外売上高に占める割合は22.2％）欧州向け輸出売上高80百万円（海外売上高に占める割合は4.3％）とな

りました。
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（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期会計期間末における総資産は22,644百万円（前事業年度末比866百万円の増加）、負債は7,901百 

      万円（前事業年度末比1,094百万円の増加）、純資産は14,742百万円（前事業年度末比227百万円の減少）となりま

   した。

   ①流動資産

 当第２四半期会計期間末における流動資産残高は13,352百万円となり、前事業年度末比732百万円増加いたしま

した。これは未収消費税等が274百万円減少しましたが、たな卸資産が1,063百万円増加したことが主な要因であり

ます。

   ②固定資産

 当第２四半期会計期間末における固定資産残高は9,291百万円となり、前事業年度末比134百万円増加いたしま

した。これは有形固定資産が57百万円、繰延税金資産が76百万円増加したことが主な要因であります。

   ③流動負債

 当第２四半期会計期間末における流動負債残高は5,162百万円となり、前事業年度末比821百万円増加いたしま

した。これは買掛金が1,422百万円減少しましたが、短期借入金が2,500百万円増加したことが主な要因でありま

す。

   ④固定負債

 当第２四半期会計期間末における固定負債残高は2,739百万円となり、前事業年度末比272百万円増加いたしま

した。これは長期借入金が252百万円増加したことが主な要因であります。

   ⑤純資産

 当第２四半期会計期間末における純資産残高は14,742百万円となり、前事業年度末比227百万円減少いたしまし

た。これは繰越利益剰余金が260百万円減少したことが主な要因であります。

 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 第２四半期累計期間の業績動向を踏まえ、平成27年10月28日付「業績予想の修正に関するお知らせ」にて公表し

ております平成28年６月期業績予想を修正しております。詳細につきましては、平成28年１月29日公表の「業績予

想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前事業年度 

(平成27年６月30日) 
当第２四半期会計期間 
(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,158 1,171 

受取手形 107 73 

売掛金 2,821 2,921 

商品及び製品 608 718 

仕掛品 1,458 1,152 

原材料及び貯蔵品 5,267 6,526 

前払費用 46 70 

繰延税金資産 523 347 

関係会社短期貸付金 121 114 

未収消費税等 499 225 

その他 6 29 

流動資産合計 12,620 13,352 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 2,540 2,439 

構築物（純額） 54 50 

機械及び装置（純額） 3,535 3,665 

車両運搬具（純額） 0 0 

工具、器具及び備品（純額） 36 32 

土地 1,612 1,612 

リース資産（純額） 52 53 

建設仮勘定 9 45 

有形固定資産合計 7,840 7,898 

無形固定資産 96 90 

投資その他の資産    

投資有価証券 6 6 

関係会社株式 117 117 

保険積立金 25 28 

長期前払費用 3 6 

繰延税金資産 1,011 1,088 

その他 55 55 

投資その他の資産合計 1,219 1,302 

固定資産合計 9,157 9,291 

資産合計 21,777 22,644 
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    （単位：百万円） 

 
前事業年度 

(平成27年６月30日) 
当第２四半期会計期間 
(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 2,215 793 

短期借入金 - 2,500 

1年内返済予定の長期借入金 1,284 1,140 

リース債務 24 19 

未払金 331 260 

未払法人税等 97 25 

賞与引当金 209 182 

役員賞与引当金 29 - 

設備関係未払金 9 34 

前受金 31 41 

その他 106 165 

流動負債合計 4,340 5,162 

固定負債    

長期借入金 1,645 1,897 

リース債務 30 38 

退職給付引当金 365 378 

長期未払金 406 405 

資産除去債務 15 15 

その他 4 4 

固定負債合計 2,466 2,739 

負債合計 6,807 7,901 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,445 5,445 

資本準備金 5,414 5,414 

利益準備金 9 9 

別途積立金 80 80 

繰越利益剰余金 4,279 4,019 

自己株式 △302 △276 

株主資本合計 14,925 14,691 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 △1 △1 

評価・換算差額等合計 △1 △1 

新株予約権 45 51 

純資産合計 14,970 14,742 

負債純資産合計 21,777 22,644 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成26年７月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成27年７月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 11,452 8,382 

売上原価 9,461 7,161 

売上総利益 1,990 1,221 

販売費及び一般管理費 985 982 

営業利益 1,005 239 

営業外収益    

受取利息 0 0 

為替差益 94 － 

助成金収入 9 23 

雑収入 10 4 

営業外収益合計 115 29 

営業外費用    

支払利息 31 24 

デリバティブ評価損 0 - 

雑損失 8 - 

為替差損 - 9 

営業外費用合計 40 33 

経常利益 1,080 234 

特別損失    

固定資産除却損 － 4 

特別損失合計 － 4 

税引前四半期純利益 1,080 230 

法人税、住民税及び事業税 26 17 

法人税等調整額 378 99 

四半期純利益 674 114 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成26年７月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成27年７月１日 
 至 平成27年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 1,080 230 

減価償却費 271 279 

受取利息及び受取配当金 △0 △0 

支払利息 31 24 

為替差損益（△は益） △94 9 

売上債権の増減額（△は増加） 868 △76 

たな卸資産の増減額（△は増加） △510 △1,063 

仕入債務の増減額（△は減少） 110 △1,493 

未収消費税等の増減額（△は増加） △203 274 

前受金の増減額（△は減少） △58 10 

その他 40 1 

小計 1,536 △1,803 

補助金の受取額 199 － 

利息及び配当金の受取額 0 0 

利息の支払額 △30 △22 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △29 △107 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,675 △1,934 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

無形固定資産の取得による支出 △1 △3 

有形固定資産の取得による支出 △157 △306 

関係会社貸付けによる支出 △20 － 

その他 △2 △2 

投資活動によるキャッシュ・フロー △182 △313 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △800 2,500 

長期借入れによる収入 1,000 800 

長期借入金の返済による支出 △949 △691 

ストックオプションの行使による収入 2 10 

配当金の支払額 △286 △358 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,033 2,260 

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 0 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 459 13 

現金及び現金同等物の期首残高 701 1,158 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,160 1,171 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間（自 平成26年７月１日 至 平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
合計 

  電子 薄膜 センサー その他 

売上高          

外部顧客への売上高 6,014 2,813 743 1,880 11,452 

セグメント利益 1,310 398 231 105 2,045 

（注）セグメント利益の合計額は、たな卸資産評価減前の売上総利益であり、当第２四半期累計期間損益計

算書の売上総利益と一致しておりません。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内

容 

 （差異調整に関する事項） 

（単位：百万円）

利  益 金  額

報告セグメント計 2,045

たな卸資産評価減 △54

四半期財務諸表の売上総利益 1,990

 

Ⅱ 当第２四半期累計期間（自 平成27年７月１日 至 平成27年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
合計 

  電子 薄膜 センサー その他 

売上高          

外部顧客への売上高 4,166 2,309 925 981 8,382 

セグメント利益 827 418 288 122 1,657 

（注）セグメント利益の合計額は、たな卸資産評価減前の売上総利益であり、当第２四半期累計期間損益計

算書の売上総利益と一致しておりません。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内

容 

 （差異調整に関する事項） 

（単位：百万円）

利  益 金  額

報告セグメント計 1,657

たな卸資産評価減 △435

四半期財務諸表の売上総利益 1,221
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４．その他

（原材料の固定資産振替）

 当社は、当第２四半期会計期間において、当社が保有する貴金属地金について、利用実態により即した地金管理

を行うため、管理体制を変更しました。その結果、一部の貴金属地金については生産設備等の一部と考えることが

より実態に即していると判断し、原材料の一部を固定資産に振替えております。

これにより、「原材料及び貯蔵品」が239百万円減少し、「機械及び装置」が239百万円増加しております。
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